


 

 

 最近仕事で悩んでいますか？と尋ねられたら皆様はどう答えますか？「私は仕事で何も

悩みなんかないよ。楽しくて楽しくてしょうがないよ。」なんていう人は殆どいないのでは

ないでしょうか。 

 患者様の中には、私に時としてこんな事をおっしゃる方がいます。「毎日楽しいんじゃな

いの～」とか、「こんなに患者さんが多くていいよねー」と。どうも私は昔から顔つきのせ

いか実年令より多少若く見られるせいなのか。苦労している様には見てもらえないのかも

知れません。しかし、それでも良いと思っています。理由はこうです。 

私は幼い時から親に「世間は八九の娑婆だ」とか「世渡りはラクダが針の穴を通るよりも

難しい」とか言われてきました。つまり仕事は辛いものだから辛抱して我慢して努力して

いくんだと教わってきたのです。 

それはそれで否定はしませんが、それだけでは、「仕事」＝「辛いこと」になってしまいま

す。それも務めだと思って努力してもいつかは疲れが出てきて限界になってしまう。つま

り辛抱とは「暗い心の姿」だと思うのです。そうならない様にするためには、明るい気持

ちで仕事を楽しむことだと思います。でもただ楽しむだけではいけません。仕事を楽しむ

には準備が必要です。準備とは、朝起きて今日一日仕事が出来ることに感謝する。神様に

先祖に両親に会社に社長に社員に感謝することです。その上で「働くことが好きだ」と心

に念じることです。この心が芽生えると仕事をすること自体に喜びが湧き楽しくなると思

うのです。 

 仕事には「本番」と「準備」の 2 種類があります。後者をおろそかにして前者だけで成

功することはありません。仮に前者だけ成功したとしてもそれは偶然のことで次回は成功

することはないと思います。私はこれをシンクロナイズドスイミングに例えます。あの競

技は水面上では華やか、華麗に見えますが、水面下では脚はバタバタ、浮かんでいる状態

を保つために必死でもがいています。優雅に見える表舞台とはうらはら、裏舞台では相当

ハードなパフォーマンスを行っているのです。つまり、仕事の準備や辛い事などは見せな

いものなのです。そして表舞台で最高のパフォーマンスを見て頂くのです。そしてその仕

事、パフォーマンスを自らが楽しむことが出来れば、先に申し上げた様に仕事をすること

が喜びと感じられる自分自身に、きっと出会えることでしょう。 

 今の時代、クリニックも競走の時代です。何もしないで来院患者が増えることはないで

しょう。 

 

 

 



 私はシンクロナイズドスイミングを思う度、患者様の前では当院のモットーである「和

顔愛語」の心で診療にあたらなければと思う次第です。 
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